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表題はフランスの協同組合人シャルル・ジッドの言
葉で、共通の目的（＊）とは「経済的・社会的およ
び教育的目的」としています。
私たちささえあい生協も同じ協同組合法人であり、
理念（下記）のもとで事業を通じて、「ささえあい、
誰もが住みよい地域社会をつくろう」（１０年夢ビジョ
ン）を目指しています。
１）尊厳あるいのち・くらし・仕事を最高の価値
とします。
２）人と地域に必要な福祉・生きがい・仕事おこ
しの事業・活動を進めます。
３）協同労働を深め、ささえあって生き・はたらき・
くらす地域社会をめざします。
標記の言葉は、有名な「レイドロー報告」（１９８
０年）に記されていますが、その箇所に次のような記
載があります。
「今日、協同組合人の間に、理論や思想を避け、そ
の代わり＜事業を優先する＞という強い傾向が存在
する。しかし、これは間違った態度である。」　つま
り、事業は目的でなく手段なのです。
同報告は続けて、協同組合の本質について、ひと
りでは弱い市民が「相互扶助」ささえあって、「より
大きな力を求めて団結し」て協同組合組織をつくり、
「利益および損失の公正な分配」、「自助」、「人間を
金銭よりも重視すること」、「搾取のない社会」、「ユー
トピアの追求」、そして「一人は万人のために、万人
は一人のために」などと、記されています。（「」内は
引用部分）
生協の創立１７年の経過をみると、前半は事業所
づくりを優先し法人の基盤を固めることを優先せざる
を得なかったため、組合員の生きがい・地域活動や
生活支援事業が後回しになっていたように思います。
それでも故竹内理事が先頭になって生きがい活動を取
り組んでこられ、最近は組合員による新たな地域活動
（拠点）が増えており、バランスがとれてきています。

★人と地域に必要な福祉・生きがい・仕事おこしの
事業・活動を進めるために
レイドロー報告は８０年代を 「狂気の時代」 と呼び

協同組合を 「正気の島」 にしようと提起しましたが、

それから５０年経ったいま世界はいっそう深刻な状況

にあるのではないか、 どう思いますか？

家族がバラバラ、学校や地域に居場所が （住居も）

ない、 仕事がなく出番がない、 食事がとれず健康を

害し、 医療 ・介護や福祉など社会的支援に繋がれな

い、 そして孤立、 生活困窮･・ ・。 さらに社会不安、

新たな 「戦前」 （防衛費増強・戦争準備）・ ・ ・。 こ

れでは今の社会・世界に生きる居場所、 心を通わせ

る人間 （同胞） を見出せない気持ちになって絶望して

しまうのではないか？

ですから、 私たちは、 地域の組合員・住民 （未組

合員） のニーズ・要望に応え、 必要な事業・活動をさ

らに増やしていく必要があります。

理事会で激論
新規事業開設をめぐって激論が交わされていま

す。 立上げ＋運転資金調達、 職員・利用者確保など

経営見通しから立地環境まで、 様々心配する意見が

出され、担当者から説明資料が追加され審議します。

その際、今までどおり 「ロマンとそろばん」 の両観点

からしっかりした事業計画・収支計画・資金見通しを

立てることが絶対に不可欠です。

これまで多数の企画があり、そのうち開業計画立案

まで至らないものも多数ありました。 計画しても公募

に漏れて断念し、 翌年再チャレンジして開業できたも

のもあります。 既存事業所を見学した住民が自身の

地域で当生協の事業所を建設した、 総代会で総代が

身内の利用できる事業所開設希望を出され数年後に

オープンし利用できた、 等いろんなドラマがあります。

開業まもなく順調、 途中から停滞、 長年苦しかったが

近年経営安定・ ・ ・さまざまです。

今回議論されているケースは、 さ生協結成前の２０

０５年に加入された組合員グループで、 長年事業経営

してきた建物があり、 複数の就労希望の経験者や利

用希望者が見込まれ、 自治体の公募に応募して選定

された案件です。 ぜひ成功させましょう。

◇　　◇　　◇

当生協法人は２０１１～２１年の１０年間で、 出資金は

４５００万円→1 億４４００万円 （３倍）、 事業高３ .４億

円→10.５億円 （３倍）、 税引き前剰余２９０万円→２７

７０万円（１０倍）となっています。（総代会議案書より）

さらに、 同業他社＝全国の高齢協 （主要１６団体）

と比較してみると、 最近２年間で、 組合員増はわずか

４団体 （新潟は３位）、 出資金増は７団体 （同１位）、

事業高増は８団体 （同２位） で、 新潟の事業高は連

合会加入時の２０位くらいから現在は2番目です。 （連

合会総会資料）

皆さんのささえあい協同の力で、 法人全体として着

実に成長・発展、 前進してこられたのです。

自信と誇りをもって、 大胆・細心に目標に向かって、

ささえあいながら進んで行きましょう。
（ご質問 ・ご意見を本部事務局までお寄せください。）

《 新連載・８ 》 「協同組合は、事業経営を手段として、　　　　
　　　　共通の目的（＊）を追求する人々の集まりである」

理事長　高 見　  優
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